
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
よ
う

自自
主主
防防
災災
組組
織織
をを
結結
成成
しし
よよ
うう

No.７１８

東
南
海
・
南
海
地
震

甚
大
な
被
害
想
定

今
後
３０
年
以
内
に
５０
〜
６０
㌫

の
確
率
で
起
こ
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
。

広
域
に
わ
た
る
甚
大
な
被
害
が

想
定
さ
れ
お
り
、
徳
島
県
の
被

害
想
定
に
よ
る
と
、
徳
島
市
内

で
の
建
物
全
壊
棟
数
は
１
万
８

９
４
０
棟
、
死
者
数
は
４
６
０

〜
９
４
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る

地
域
の
助
け
合
い

こ
の
よ
う
な
大
規
模
地
震
か

ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず

は
「
自
助
」
で
、
住
宅
の
耐
震

化
や
家
具
の
固
定
、
非
常
持
ち

出
し
品
の
準
備
な
ど
家
庭
で
の

防
災
対
策
が
必
要
で
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
大
切
と
な

る
の
が「
共
助
」で
す
。
住
民
の

助
け
合
い
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み

の
防
災
活
動
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

特
に
、
誰
が
ど
こ
に
住
ん
で

い
る
の
か
な
ど
を
把
握
し
て
い

る
と
、
迅
速
な
救
助
活
動
や
避

難
活
動
も
可
能
と
な
り
、
地
域

に
お
け
る
減
災
に
つ
な
が
り
ま

す
。阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

倒
壊
し
た
家
屋
な
ど
か
ら
救
助

さ
れ
た
人
の
約
７７
㌫
が
地
域
住

民
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
と
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓

に
、
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
守
ろ
う
と
結
成
さ
れ
た

の
が
、
自
主
防
災
組
織
で
す
。

市
内
に
は
３
４
１
の
組
織
が

あ
り
、
３
万
５
０
４
４
世
帯
の

皆
さ
ん
が
加
入（
８
月
末
現
在
）。

い
ざ
と
い
う
時
に
、
情
報
の
収

集
・
伝
達
、出
火
防
止
や
初
期
消

火
、避
難
誘
導
、救
護
、
水

や
食
糧
の
配
分
な
ど
が
円

滑
に
で
き
る
よ
う
に
、
組

織
を
編
成
し
、
防
災
訓
練

や
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
の

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
が
結
成

さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
、

住
民
同
士
で
話
し
合
い
、

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す
で
に
結

成
さ
れ
て
い
る
地
域
で
も
、
定

期
的
な
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施

し
、
万
全
の
備
え
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
、
こ
う
し
た
組

織
の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
住

民
同
士
の
連
携
と
防
災
意
識
を

高
め
て
お
く
こ
と
が
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。

◆

◆

◆

徳
島
市
で
は
、
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
訓
練
な
ど
の
活
動
内
容
に

つ
い
て
助
言
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

防
災
の
日
は
、
関
東
大
震
災
を
教
訓
に
、
防
災
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う
た
め
に
定
め
ら
れ
た
日
で
す
。
東
南
海
・
南
海
地

震
が
高
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
る
中
、
災
害
を
少
し
で

も
減
ら
す
に
は
、
自
分
で
守
る
「
自
助
」、助
け
会
う
「
共
助
」、

行
政
な
ど
に
よ
る
「
公
助
」、そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
力
を
高
め
、
連

携
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
う
ち
「
共
助
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。

災災災災災災害害害害害害やややややや防防防防防防災災災災災災ににににににつつつつつついいいいいいてててててて知知知知知知ろろろろろろうううううう！！！！！！
～イベント情報～ ８

月
３０
日
〜
９
月
５
日
は
防
災
週
間

９／１ 防災訓練
防災関係機関、ライフライ
ン関係機関、市民などの参加
のもと、東南海・南海地震を
想定した総合的な訓練を９月
１日�に実施します。
■徳島市総合防災訓練＝９：
００～１０：００。四国大学鶴島グ
ラウンド（川内町鶴島）などで。津波避難訓練ほか。
■徳島県総合防災訓練（徳島県、徳島市、佐那河内村、
石井町、神山町主催）＝１０：３０～１２：１５。鮎喰川河川敷
グラウンド（中島田町４丁目）で。
［問い合わせ先］防災対策室（�６５６－１１９９）

９／５～１２ 飯尾川流域水害パネル展
昨年の台風２３号は、飯尾川流域に、浸水面積約３，６３０
ｈａ、浸水家屋約１，３００戸の甚大な水害をもたらしまし
た。この台風による水害の状況をパネルで展示します。
［とき］９月５日�～１２日�９：００～２２：００
［ところ］南井上コミュニティセンター・エントランス
［問い合わせ先］保全課（�６２１－５３０７）
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地震・津波防災マップ配布
徳島市では、地震・津波発生時の避
難所などを掲載した地震・津波防災マ
ップを８月下旬までに配布しました。
避難所までの経路などを、この機会に
ご確認ください。お手元に届いていな
い場合は防災対策室までご連絡を。

なお、防災マップは徳島市ホームページにも掲載して
います。
【訂正とお詫び】防災マップ中、６５ページの内町コミュニ
ティセンター（幸町会館）の電話番号に誤りがありました。
正しくは６２３－２３４７です。皆さんのマップに、訂正箇所の
書き込みをお願いします。

［問い合わせ先］防災対策室（�６５６－１１９９）

徳島市総合防災訓練
（平成１５年９月）

地
域
で
災
害

に
備
え
る

家屋の倒壊による負傷者を救出（しらさぎ台自
治会・自主防災委員会の皆さんによる訓練）

〈
新
町
・
内
町
地
区
〉（
新
町
小
、

内
町
小
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
城

東
高
、
市
立
体
育
館
、
県
立
青

少
年
セ
ン
タ
ー
、
市
中
央
公
民

館
、
内
町
コ
ミ
セ
ン
・
幸
町
会

館
、
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

県
郷
土
文
化
会
館
、
県
医
師
会

館〈佐
古
地
区
〉（
佐
古
小
、
佐
古

コ
ミ
セ
ン
）
Ｊ
Ａ
会
館
、
と
く

し
ま
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー

〈
西
富
田
地
区
〉（
西
富
田
コ
ミ

セ
ン
）
天
理
教
名
東
大
教
会

〈
東
富
田
地
区
〉（
富
田
小
、
東

富
田
コ
ミ
セ
ン
）
県
建
設
セ
ン

タ
ー

〈
昭
和
地
区
〉（
昭
和
小
、
富
田

中
、
昭
和
コ
ミ
セ
ン
、
県
立
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
徳
島

〈
渭
東
地
区
〉（
徳
島
商
業
高
、

徳
島
東
工
業
高
、
城
東
中
、
福

島
小
、
城
東
小
、
木
工
会
館
、

渭
東
コ
ミ
セ
ン
）

〈
渭
北
地
区
〉（
徳
島
中
、
助
任

小
、
附
属
中
、
附
属
小
、
渭
北

コ
ミ
セ
ン
）
徳
島
大
学
総
合
科

学
部
、
あ
け
ぼ
の
授
産
セ
ン
タ

ー
、
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
徳
島
厚
生

年
金
会
館

〈
加
茂
地
区
〉（
城
北
高
、
千
松

小
、
城
西
中
、
加
茂
コ
ミ
セ
ン
、

徳
島
工
業
高
、
城
ノ
内
高
、
徳

島
中
央
高
、
県
ト
ラ
ッ
ク
会

館
）
Ｊ
Ａ
徳
島
支
所

〈
加
茂
名
地
区
〉（
加
茂
名
南
小
、

加
茂
名
中
、
加
茂
名
小
、
城
西

高
、
加
茂
名
コ
ミ
セ
ン
）
日
赤

徳
島
県
支
部
、
Ｊ
Ａ
加
茂
名
支

所
、
天
理
教
国
名
大
教
会
、
島

田
会
館
、
加
茂
名
中
央
会
館
、

徳
島
大
学
体
育
館
、
徳
島
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル
、
県
農
林
水
産
総

合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
森
林
林

業
研
究
所
、
名
東
保
育
所
、
徳

島
球
場
、
看
護
専
門
学
校
、
県

立
看
護
学
院

〈
津
田
地
区
〉（
津
田
小
、
津
田

中
、
津
田
コ
ミ
セ
ン
、
津
田
幼

稚
園
、
新
浜
西
保
育
所
）
県
立

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
沖
洲
地
区
〉（
沖
洲
小
、
市
立

高
、
沖
洲
コ
ミ
セ
ン
）
Ｊ
Ａ
渭

東
支
所

〈
八
万
地
区
〉（
八
万
コ
ミ
セ
ン
、

八
万
中
、
八
万
小
、
八
万
南
小
、

城
南
高
、
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
、

徳
島
文
理
中
高
校
、
八
万
中
央

コ
ミ
セ
ン
、
ふ
れ
あ
い
健
康
館
、

徳
島
簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ

ー
）
盲
学
校
、
徳
島
文
理
大
学
、

Ｊ
Ａ
八
万
支
所
、
天
理
教
勝
華

分
教
会
、
天
理
教
八
万
分
教
会

〈
多
家
良
地
区
〉（
宮
井
小
、
渋

野
公
民
館
、
八
多
保
育
所
、
丈

六
保
育
所
、
多
家
良
中
央
コ
ミ

セ
ン
、
飯
谷
小
、
渋
野
小
、
飯

谷
公
民
館
、
多
家
良
コ
ミ
セ

ン
）
八
多
分
校
、
神
谷
院＝

通

称
日
浦
公
民
館
、
Ｊ
Ａ
多
家
良

支
所
、
天
理
教
勝
浦
分
教
会

〈
勝
占
地
区
〉（
論
田
小
、
方
上

保
育
所
、
方
上
公
民
館
、
大
松

小
、
方
上
小
、
Ｂ
＆
Ｇ
徳
島
海

洋
セ
ン
タ
ー
、
勝
占
中
部
コ
ミ

セ
ン
、
勝
占
東
部
コ
ミ
セ
ン
、

南
部
中
）
フ
ァ
ー
レ
ン
徳
島
、

県
警
察
学
校
、
県
警
運
転
免
許

課
、
Ｊ
Ａ
勝
占
支
所
、
大
原
保

育
園
、
三
軒
屋
集
会
所
、
県
住

西
須
賀
団
地
集
会
所

〈
上
八
万
地
区
〉（
上
八
万
小
、

上
八
万
中
、
一
宮
小
、
明
善
会

館
、
一
宮
老
人
ル
ー
ム
、
一
宮

会
館
、
一
宮
コ
ミ
セ
ン
、
上
八

万
コ
ミ
セ
ン
、
し
ら
さ
ぎ
台
町

づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
）
西
願

寺
、
園
瀬
病
院
、
Ｊ
Ａ
眉
山
支

所
、
大
日
寺

〈
不
動
地
区
〉（
不
動
小
、
不
動

中
、
不
動
公
民
館
喜
来
分
館
、

不
動
コ
ミ
セ
ン
、
不
動
文
化
会

館
）
Ｊ
Ａ
不
動
支
所
、
顕
正
寺

〈
入
田
地
区
〉（
入
田
小
・
中
、

入
田
コ
ミ
セ
ン
）
観
正
寺
、
西

福
寺
、
徳
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
Ｊ
Ａ
眉
山
支
所
西
部
出
張

所
、
天
理
教
入
田
分
教
会

〈
川
内
地
区
〉（
川
内
北
小
、
川

内
南
小
、
川
内
町
民
会
館
、
川

内
中
、
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
徳
島
健
康
科
学
総
合
セ
ン

タ
ー
）
川
内
漁
業
組
合
事
務
所
、

Ｊ
Ａ
川
内
支
所

〈
応
神
地
区
〉（
応
神
中
、
応
神

小
、
応
神
コ
ミ
セ
ン
、
応
神
公

栄
会
館
）四
国
大
学
、生
光
学
園

〈
国
府
地
区
〉（
国
府
コ
ミ
セ
ン
、

国
府
中
、
国
府
小
）
西
矢
野
会

館
、
天
理
教
国
光
分
教
会
、
国

府
養
護
学
校

〈
南
井
上
地
区
〉（
南
井
上
小
、

南
井
上
コ
ミ
セ
ン
、
市
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
井
戸
北
公

会
堂

〈
北
井
上
地
区
〉（
北
井
上
小
、

北
井
上
中
、
む
つ
み
会
館
、
北

井
上
コ
ミ
セ
ン
）
Ｊ
Ａ
北
井
上

支
所

◆
広
域
避
難
場
所

地
震
発
生
時
な
ど
に
お
け
る

延
焼
拡
大
す
る
火
災
を
避
け
る

た
め
の
一
時
的
な
避
難
空
地
を

広
域
避
難
場
所
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
。

徳
島
中
央
公
園
、
蔵
本
公
園
、

徳
島
大
学
総
合
運
動
場
、
市
立

高
、
田
宮
運
動
公
園
、
城
南
高
、

富
田
中
、
津
田
小
、
し
ら
さ
ぎ

台
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ふ
れ
あ

い
健
康
館
・
山
城
公
園

市
で
は
、
次
の
施
設
を
台
風
、
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
時
の
避

難
所
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
地
震
災
害
に
よ
り
、
住
民

の
長
期
避
難
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の

（

）
内
の
施
設
（
主
に
公
共
施
設
）
を
、
安
全
性
な
ど
を
確
認

し
た
う
え
で
、
避
難
所
と
し
て
開
設
し
ま
す
。
な
お
、
津
波
を
伴

う
地
震
対
応
の
避
難
所
、
避
難
地
、
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
は
８
月

に
配
布
し
た
徳
島
市
地
震
・
津
波
防
災
マ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

災
害
時
の
避
難
所

月１日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

92005 平成１７年８月１日現在
（前月比）

（－３８）
（－２１）
（－１７）
（＋３５）

人 口 ２６２，０７７人
男 １２４，８７１人
女 １３７，２０６人

世帯数 １０７，８６５世帯
面 積 １９１．３９�

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
防
災
対

策
室
�（
６
５
６
）１
１
９
９

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『こんにちは徳島市です』（ケーブルテレビ徳島）毎日４回週替わりで放送

●徳島市の広報番組

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。



負
担
軽
減
に
つ
い
て

Ｅ
Ｍ
生
ご
み
処
理
容
器
と

ボ
カ
シ
を
無
料
交
付

第７１８号 平成１７年９月１日 （２）

介
護
保
険
施
設
を
利
用
し
て

い
る
人
と
、
在
宅
で
生
活
さ
れ

て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
図
る

た
め
、
現
行
で
保
険
給
付
と
な

っ
て
い
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

時
の
「
食
費
」
と
「
居
住
費
」

が
左
表
の
と
お
り
保
険
給
付
の

対
象
外
と
な
り
、
利
用
者
の
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
の
低
い
人
に

は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

負
担
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
中
の

人
や
、
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
予
定
の
人

は
、
介
護
保
険

課
へ
申
請
し
て

い
た
だ
く
か
、

利
用
さ
れ
て
い

る
施
設
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
第

１
段
階
か
ら
第

３
段
階
に
認
定

さ
れ
る
と
、「
食

費
」
と
「
居
住

費
」
の
利
用
者

負
担
の
上
限
額

が
下
表
の
よ
う

に
軽
減
さ
れ
ま

す
。こ

の
負
担
軽

減
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

①
介
護
老
人
福
祉

施
設
②
介
護
老
人

保
健
施
設
③
介
護

療
養
型
医
療
施
設

④
短
期
入
所
生
活
介
護
⑤
短
期

入
所
療
養
介
護
で
す
。
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
第
４
段
階
の
人
は
、

原
則
、
負
担
軽
減
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
人
は
、
申
請
す
る
と

第
３
段
階
の
負
担
限
度
額
が
適

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

高
齢
夫
婦
な
ど
の
世
帯（
単
身
世

帯
は
含
ま
な
い
）
で
あ
る
こ
と
。

�
世
帯
員
が
、
介
護
保
険
施
設

の
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
」「
ユ
ニ

ッ
ト
型
準
個
室
」「
従
来
型
個

室
」
に
入
り
、
利
用
者
負
担
第

４
段
階
の
食
費
、
居
住
費
の
負

担
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

�
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
な
ど

介
護
保
険
施
設
等
の「
食
費
」と「
居
住
費
」が

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

台
所
か
ら
毎
日
出
る
生
ご

み
は
、
家
庭
か
ら
で
る
燃
や

せ
る
ご
み
の
約
３
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
生
ご
み
を

た
い
肥
化
し
、
家
庭
菜
園
や

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
使
え
ば
、

有
機
肥
料
と
し
て
野
菜
や
草

花
が
良
く
育
つ
だ
け
で
な
く
、

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

有
機
物
を
発
酵
さ
せ
る
働

き
が
あ
る
Ｅ
Ｍ
菌
（
有
用
微

生
物
群
）
を
活
用

す
る
と
、
生
ご
み

を
良
質
の
堆
肥
に

変
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
も
、
Ｅ
Ｍ
ボ

カ
シ
と
密
閉
容
器
が
あ
れ
ば
、

ど
こ
の
家
庭
で
も
手
軽
に
肥

料
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

﹇
対
象
﹈
市
内
在
住
で
庭
や

菜
園
が
あ
り
、
た
い
肥
を
活

用
で
き
る
人
。
団
体
は
不
可
。

﹇
交
付
内
容
﹈
処
理
容
器
１

個
・
ボ
カ
シ
半
月
分

﹇
交
付
数
﹈
５
０
０
個
（
１

世
帯
に
つ
き
１
個
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

﹇
交
付
方
法
﹈
説
明
会
（
４０

分
程
度
。
当
選
者
に
通
知
）

を
開
催
し
、
会
場
で
容
器
と

ボ
カ
シ
を
交
付

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈
往
復
は

が
き
に
、
住
所
・
世
帯
主
名

（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号

・
返
信
あ
て
名
を
記
入
し
、

９
月
１５
日
�
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
生
活
環
境
課

〈
〒
７
７
０
―
８
５
７
１
幸

町
２
―
５
�
（
６
２
１
）
５

２
０
２
〉
へ
。

平平
成成
１１７７
年年
１１００
月月
１１
日日
よよ
りり

生生
ごご
みみ
のの
減減
量量
にに

ＥＥ
ＭＭ
ボボ
カカ
シシ
をを
ごご
活活
用用
くく
だだ
ささ
いい

１０月開講

シシシシシシビビビビビビッッッッッッククククククセセセセセセンンンンンンタタタタタターーーーーー
後期文化講座

受講生募集

シビックセンター後期文
化講座の受講生を募集し
ます。
［受講対象］１８歳以上の
人（一部の講座は別）。
［申し込み方法］９月７
日�～１９日�まで（１３日
�は休み）の１０：００～１８：
００に直接または電話で、
シビックセンター５階総
合事務室へ。なお定員に
達していない場合は、引
き続き受け付けます。
［選考方法など］応募多
数の場合は抽選。受講の
可否は本人に通知します。
なお、受講希望者が少な
い講座は中止することが
あります。
問 徳島市文化振興公社
（�６２６－０４０８）

﹇
投
票
日
﹈
９
月
１１

日
	

﹇
投
票
時
間
﹈
７
時

〜
２０
時

﹇
投
票
で
き
る
人
﹈

日
本
国
民
で
満
２０
歳

以
上
の
人
は
選
挙
権

が
あ
り
ま
す
が
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
と
投
票

は
で
き
ま
せ
ん
。
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
に
は
転
入
後
３

カ
月
以
上
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
今
回
の
よ
う
な
国
政

選
挙
は
、
転
入
・
転
出
さ
れ
た

人
で
も
以
前
お
住
ま
い
で
あ
っ

た
市
町
村
で
投
票
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

﹇
市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
人
﹈

８
月
２７
日
以
降
、
市
内
で
住
所

を
変
更
し
た
人
は
、
旧
住
所
地

で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。
選
挙

の
お
知
ら
せ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

﹇
期
日
前
投
票
﹈
投
票
日
の
投

票
時
間
内
に
、
仕
事
の
都
合
や

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
私
用
で
投
票

区
域
外
へ
出
向
か
れ
る
予
定
が

あ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

●
期
間
・
時
間＝

９
月
１０
日



ま
で
（
国
民
審
査
は
９
月
４
日

	
〜
９
月
１０
日


）。時
間
は
８

時
３０
分
〜
２０
時
。

●
場
所＝

徳
島
市
役
所
本
館
一

階
国
際
親
善
コ
ー
ナ
ー

※
期
日
前
投
票
用
に
東
側
駐

車
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
側
駐
輪
場
横
に
ス

ロ
ー
プ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
。

﹇
選
挙
の
お
知
ら
せ
﹈
選
挙
権

を
有
す
る
人
に
、
８
月
３０
日
�

か
ら
世
帯
主
あ
て
（
３
名
連

記
）
で
郵
送
し
ま
す
。
各
自
で

切
り
取
り
投
票
所
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
選
挙
の
お
知

ら
せ
を
紛
失
し
て
も
、
資
格
の

あ
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

﹇
投
票
所
の
変
更
﹈
国
府
第
５

投
票
区
の
投
票
所
は
西
部
集
荷

場
か
ら
「
む
つ
み
会
館
」（
国
府

町
芝
原
字
神
楽
免
９６
）
に
変
更

し
ま
す
。

衆衆議議院院議議員員総総選選挙挙
最最高高裁裁判判所所裁裁判判官官国国民民審審査査

保健センター
ふれあい健康館内

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９9月の無料相談

女性センター
シビックセンター４階 �６２４－２６１３

＊※は予約制で、７日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］２１日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１１日	・２５日	１０：００～１２：００

《女と男の生き方相談》
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

◆昼間（１３：００～１６：００）
毎週 水曜・金曜
◆夜間（１８：００～２０：００）
７日�・９日�
２１日�

◆１４日�
１８：００～２０：００

女
性
対
象

男
性
対
象

一 般 相 談
・電話
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

カウンセリング
相 談

・電話（要予約）
・面談（要予約）
（託児あり、
要申し込み）
�６２４－２６１１

《専門員による相談》［対象］市内在住の人

１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

１４・２１・２８日�
５日�
６・２０日�
１・１５日�
毎週月・金曜
毎週火曜
２２日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故
《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】

６日・２０日�
１３：３０～１４：００・１４：００～１４：３０・１４：３０～１５：００

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：３０～１５：３０
１３：００～１５：００

１３：００～１５：００

１３：００～１７：００

※は保健師、他は医師が相談に応じます。

１３・２７日�

１４日�

１４日�・
１３・２７日�
１５日�
２８日�

一般健康相談・禁煙支援相談

認知症（痴ほう症）予防相談
こころの健康相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科医師相談

生活習慣改善相談※

備 考

テキスト代１，１００円程度

教材費（絵の具など）
１０，０００円程度
教材費１回１，０００円程度
テキスト代３，５００円
染め教室修了者対象
テキスト必要
織り機代２２，０００円程度
テキスト必要
織物（基礎）修了者対象

４０歳以上の女性対象
テキスト代１，０００円程度
愛唱歌曲集２．０００円程度

テキスト代３，０００円程度
テキスト代２，９００円程度
書道用具必要
手ぬぐい・扇子必要
三味線・撥・指かけ・ヒ
ザゴム必要
Ｈ１４．４．２～Ｈ１５．４．１生ま
れの幼児と保護者対象
教材費１，３００円程度
Ｈ１３．４．２～Ｈ１４．４．１生ま
れの幼児と保護者対象
教材費１，３００円程度
３月まで
３月まで
１２月まで
３月まで
３月まで
１２月まで

受講料

１１，５００
１１，５００
１１，５００
１１，５００
１１，５００

１１，５００

８，９００

９，５００

８，１００
６，７００

１１，５００

１１，５００
１１，５００
１１，５００
１１，５００
８，９００
１１，５００
１１，５００
１２，４００
１１，５００
１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

２１，０００
２１，０００
１０，５００
２１，０００
２１，０００
１０，５００

時 間

１８：３０～２０：００
１０：００～１２：００
１３：３０～１５：３０
１３：００～１５：００
１５：００～１７：００

１０：００～１５：３０

１０：００～１６：００

１０：００～１６：００

１０：００～１６：００
１０：００～１６：００

１０：３０～１２：３０

１３：３０～１５：３０
１３：００～１５：００
１５：３０～１７：３０
１３：００～１５：００
１０：３０～１２：００
１３：３０～１５：３０
１０：００～１２：００
１９：００～２１：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００

１９：００～２１：００

１０：００～１１：００

１１：００～１２：００

１０：００～１２：００
１３：３０～１５：３０
１９：００～２１：００
１０：００～１２：００
１３：３０～１５：３０
１９：００～２１：００

定
員
２６
２２
２２
２４
２４

３０

３０

２６

２６
２６

２８

２５
２０
２０
２０
２６
２６
２６
２０
２０
２０

２０

１０
組

１０
組

１０
１０
１０
１０
１０
１０

回
数
２０
２０
２０
２０
２０

１０

６

６

５
４

２０

２０
２０
２０
２０
２０
２０
２０
２０
２０
２０

２０

２０

２０

２０
２０
１０
２０
２０
１０

曜
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水
水
水
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水

水

木

木
木
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水
日
日
金
木
金
金
木
月
月

金

金

金

水
水
水
木
木
木

講 座 名

やさしい英語

�

�

藍染・草木染教室

藍研究コース

織物（基礎）

織物（応用）
織物（創作）

やさしいコーラス

歌唱教室

�
�

エアロビックダンス
社交ダンス
気功・太極拳
きもの着装
墨絵・彩墨画
新舞踊教室

阿波踊りぞめき教室



�

水曜日午前
水曜日午後
水曜日夜間
木曜日午前
木曜日午後
木曜日夜間

俳句

洋画

カラオケワンポイ
ントレッスン

親子リトミック

パソコン
インター
ネット活
用講座

■新たに利用者負担となるもの

対象経費

「食費」と
「居住費」
の全額

「食費」の
全額

対象サービス

①介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
②介護老人保健施設
③介護療養型医療施設
④短期入所生活介護（ショートステイ）
⑤短期入所療養介護（ショートケア）

①通所介護（デイサービス）
②通所リハビリテーション（デイケア）

■負担限度額（月額）

居 住 費

多床室

０円

９，６００円

９，６００円

９，６００円

※居住費の従来型個室については、上段が介護老人福祉施設における負担限度額で、下段が介
護老人保健施設、介護療養型医療施設における負担限度額。

※第４段階の食費・居住費は、基準費用額を掲載しています。この額は施設毎に設定されます。

従来型個室

９，６００円
１４，７００円

１２，６００円
１４，７００円

２４，６００円
３９，３００円

３４，５００円
４９，２００円

ユニット型準個室

１４，７００円

１４，７００円

３９，３００円

４９，２００円

ユニット型個室

２４，６００円

２４，６００円

４９，２００円

５９，１００円

食費

９，０００円

１１，７００円

１９，５００円

４１，４００円

利 用 者 負 担 段 階

市民税が課税されていない世帯で、
老齢福祉年金を受給している人など

市民税が課税されていない世帯で、
［合計所得金額＋課税年金収入額
≦８０万円／年］を満たす人など

市民税が課税されていない世
帯で、上記第１段階及び第２
段階以外の人など

上記第１段階から第３段階に
該当しない人

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
徳
島
市

選
挙
管
理
委
員
会
�
（
６
２

１
）
５
３
７
３

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
介
護
保

険
課
�（
６
２
１
）５
５
８
５

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



内 容

「見過ごしていませんか眼のサイン」
～緑内障・白内障

市民病院 眼科 主任医長
田近 智之

「知らないと危険」
～くすりの常識～
市民病院 薬局長
岩城 孝

と き

９月２２日�
受付１３：００

１３：３０～１５：００

９月２７日�
受付１３：００

１３：３０～１５：００

第
３
回

第
４
回

お祝い品
祝い金と
記念品

記念品

徳島市共
通商品券

対象者の年齢
１００歳以上（明治３８年９月３０日以
前に生まれた人）
８５歳以上（大正９年９月３０日以前
に生まれた人）
７７歳（昭和２年１０月１日～同３年
９月３０日に生まれた人）
８８歳（大正５年１０月１日～同６年
９月３０日に生まれた人）

お祝い

長寿祝

喜寿祝

米寿祝

（３） 平成１７年９月１日 第７１８号

INFORMATION

募 集

健康増進教室
下表のとおり、ふれあい健康館（沖浜東
２）第２会議室で。対象は４０歳以上の市民。
定員６０人（先着順）。参加は無料。

申 保健センター（�６５６－０５３１）へ。

人権講座
「南京町を歩き文化を学ぼう」
９月１９日�１０：００～１７：００。神戸市の南
京町で（市役所に集合後、現地まで貸し切
りバスで移動。市役所東側駐車場の利用可）。
南京町のフィールドワークを通じて、在日
外国人の文化と人権について理解を深める。
対象は市内在住または在勤の１８歳以上の人。
定員３２人（抽選）。参加費１，０００円（保険料
など）。歩きやすい服装が必要。
申 はがきに、講座名・住所・名前・年齢
・電話番号を記入し、９月８日�（当日消
印有効）までに、社会教育課（〒７７０－８５７
１ 幸町２－５ �６２１－５４１７）へ。

甲種防火管理講習
１０月４日�・１０月５日�と１０月６日�・
７日�の２回、いずれも９：００～１７：００。
消防局３階講堂で。各回とも定員７０人程度
（先着順）。テキスト代２，８００円。
申 ９月５日�～２２日�までに直接消防局
予防課（新蔵町１ �６５６－１１９３）、または
西消防署（庄町１ �６３１－０１１９）へ。

家具図面中級講座
９月１４日～１１月１６日の毎週水曜１８：３０～

２０：３０（全１０回）。市立木工会館（福島１）
１階交流室で。内容は、講義、実習を交え
た家具図面の画き方講座。講師は工業デザ
イン事務所長・今獅子映男さん。対象は、
市内在住または在勤で実務経験のある人。
定員１０人（先着順）。受講料３，０００円。
申 �徳島市地場産業振興協会（�６２６－
２４５３）へ。

中小企業の商品企画等
夜間相談
９月２２日�１８：００～２１：００。市立木工会
館（福島１）１階交流室で。内容は、商品
企画、デザイン、市場開拓および販売促進
などの相談。時間は１時間以内。対象は、
市内に主たる営業所を有する中小企業事業

者。相談は無料。要予約。
申 	アワード（�６２５－３８４０）へ。
問 商工労政課（�６２１－５２２５）

応急手当の実技講習会
９月１８日
１３：００～１６：００。東消防署（新
蔵町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
止血法など。受講は無料。
申 東消防署（�６５６―１１９５）、西消防署（�
６３１―０１１９）へ。

ガラススタジオ
赤ちゃん誕生記念品の制作
９月１１日
と２５日
９：００～１２：００。徳
島ガラススタジオ（勝占町中須）で。ガラ
スで赤ちゃんの足型・手型を鋳造。足型は
３カ月児、手型は１歳児ぐらいから。定員
は１０人（先着順）。１個４，０００～５，０００円。
申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

くらしの講座
９月２６日�１３：３０～１５：３０。シビックセ
ンター５階第１活動室で。テーマは「医療
保険と介護保険について」。講師は、（財）
生命保険文化センター・谷口伸之さん。定
員４０人（先着順）。受講は無料。
申 徳島市消費生活センター（�６２５－２３２６）へ。

催 し

きっかけ体操教室
９月１２日�１０：００～１１：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階きっかけ空間で。内
容はビデオを見ながら体操。対象は４０歳以
上で医師から運動制限を受けていない市民。
参加は無料。参加希望者は、直接会場へ。
問 保健センター（�６５６－０５３１）

９月の市立図書館
おはなし室プログラム
▽３日�お話と絵本▽１０日�大型紙芝居

１０：３０～１１：００。▽１１日
エンジョイ・イ
ングリッシュ１０：３０～１１：３０。参加は無料。
※市立図書館は９月１６日�～３０日�まで、
図書整理のため休館します。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

ニュースポーツのつどい
９月１０日�９：００～１２：００。吉野川運動
広場多目的広場Aで。ティーボールとペタ
ンク。参加は無料。参加希望者は直接会場へ。
問 体育保健課（�６２１－５４２７）

暴力・銃器追放県民総決起大会
９月１２日�１４：１０～。県郷土文化会館（藍
場町２）で。講演があり、演題は、「ごみ
行政の闇に消えた命」。講師は、新聞記者・
三浦一久さん。入場は無料。
問 市民生活課（�６２１－５１３０）、徳島県暴

力追放県民センター（�６５６－０１１０）

介護技術講座
９月１０日�１３：３０～１５：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階福祉コーナーで。内
容は、「身体の動かし方（体位変換・歩行
・移動介助）と福祉用具の活用」。講師は、
介護支援専門員・正木美穂さん。参加希望
者は、直接会場へ。

コミュニティカレッジ前期講座
作品展・発表会
▽作品展＝９月８日�～１０日�９：００～

２１：００（１０日は１６：００まで）。ふれあい健康館
（沖浜東２）１階きっかけ空間で。▽発表会＝
９月１１日
１３：３０～。同館１階ホールで。
問 いずれも参加は無料。生涯福祉センタ
ー（�６５７－０１９０）

お 知 ら せ

脳・人間ドック
対象は、申請時に３０歳以上で、徳島市国
民健康保険に１年以上加入し、保険料を完
納している世帯の人。
【脳ドック（１１月～来年３月）】申請時に受
診場所を委託医療機関（沖の洲・川内・佐
藤・田岡・高杉・水の都の各病院）から選
択。定員１５０人。自己負担額１万円。
【日帰り人間ドック（１１・１２月）】県総合健
診センター（蔵本１）、市民病院（北常三島
２）で。▽婦人科検診あり＝健診センター
のみ。検診日は月・火・金曜日。定員１２０
人。自己負担額９，６００円。▽婦人科検診な
し＝健診センターの検診日は水・木曜日。
市民病院の検診日は火・金曜日。定員１２０
人。自己負担額８，０００円。
申 保険証を持参し、日帰り人間ドックは
９月９日�～３０日�、脳ドックは９月１５日
�～３０日�に保険年金課７番窓口（市役所
１階�６２１－５１５９）へ。いずれも抽選。

敬老のお祝い
次のとおり長寿のお祝い品などを贈呈。

また、喜寿・米寿の人には、買い物を通じ
て社会参加といきがいの高揚を図るため、
徳島市共通商品券（利用できる店舗は、同
封のしおりに掲載）を贈呈。９月末日までに
自宅へお届けします。有効期限にご注意を。
問 ながいき課（�６２１－５１７６）

麻しんおよび風しんの
予防接種が変わります
予防接種法施行令等の一部改正により、
平成１８年４月１日から、麻しんおよび風

しんの単独ワクチンによる生後９０カ月まで
の予防接種は廃止され、麻しん風しん混合
ワクチンによる予防接種となり、対象年齢
も生後２４カ月までに変更されます。
通知をお持ちで、まだ麻しんおよび風し
んの予防接種を受けていない人は、平成１８
年３月３１日までに委託医療機関で接種を。
問 保健センター（�６５６－０５３２）

全国都市交通特性調査に
ご協力ください
全国の交通特性を把握するため、人の動
きに関する交通実態調査を実施。対象は、
市内から無作為に選んだ約８００世帯。１０月
～１１月に調査員が訪問。ご協力を。
問 国土交通省四国地方整備局企画部広域
計画課幹線道路調査係（�０８７－８５１－８０６１）、
都市計画課（�６２１－５２６５）

小作台帳の縦覧
８月１日現在の小作地の所有状況を９月

３０日�まで農業委員会事務局（市役所３
階）で縦覧。関係者はご確認を。
問 農業委員会事務局（�６２１－５３９３）

農地の貸し借りの
申し出を受け付け
農業経営基盤強化促進法によるもの。対
象は農業振興地域内の農用地で、借り手は
経営規模拡大志向農家。特徴は▽農地法の
許可は不要で小作地所有の制限は受けない
▽契約期間が過ぎれば離作料を支払うこと
なく、確実に返してもらえる－など。
申 貸し手・借り手の印鑑、貸借する土地
の登記事項証明書を持参し、９月９日�ま
でに、農業委員会事務局（�６２１－５３９３）へ。

漁調選挙人名簿の
登録受け付け
９月１日�～５日�。市選挙管理委員会
事務局（市役所９階）で。徳島海区漁業調
整委員会委員選挙人名簿への登録申請を受
け付け。対象は、次のすべての要件に該当
する人。▽９月１日現在、市内に住所また
は事業所を有している▽年間９０日以上漁船
を使用する漁業を営むか、漁業者のために
漁船を利用して行う水産動植物の採捕や養
殖に従事している▽昭和６０年１２月６日以前
の生まれ。

選挙人名簿の新規登録者
の書面縦覧
９月３日�～７日�８：３０～１７：００。市
選挙管理委員会事務局（市役所９階）で。
９月２日に新たに選挙人名簿に登録する人
（９月１日現在登録資格者）の書面を縦覧。異
議の申し出は、縦覧期間内に。
問 いずれも市選挙管理委員会事務局（�
６２１－５３７３）

９月は固定資産税
第３期分の納期月です納期限は９月３０日�

とくしま植物園講習会 ──── とくしま動物園 ────ポポポポポポリリリリリリオオオオオオ予予予予予予防防防防防防接接接接接接種種種種種種をををををを実実実実実実施施施施施施ししししししまままままますすすすすす 受講生募集

夜夜のの動動物物園園をを開開催催ししまますす保健センター母子保健ルーム（沖浜東２ ふれあい健康館２
階）で実施します。日程は下表のとおり。接種は無料です。

［受付時間］１３：００～１４：００
［対象］生後３カ月～９０カ月未満で、２回投与を受けていない
乳幼児。

ポリオの追加接種をお勧めします
昭和５０年～５２年生まれの人が受けたポリオワクチンは効果が
小さいため、ポリオウイルスが根絶されていない国に渡航する
人やお子さんが予防接種を受ける人は、ワクチンの再接種をお
勧めします。
接種は、県立中央病院・徳島大学病院の各小児科で実施して
います（予約が必要）。なお、任意のため有料です。
［問い合わせ先］保健センター（�６５６－０５３２）

とくしま動物園で夜間開園を実施します。普段は見ること
のできない夜の動物園で、動物たちと出会ってみませんか。

［日時］１０月１日�・８日�１８：００～２１：００（入園券発券は
１７：３０～２０：００）
［入園料］一般５００円、中学生以下は無料（大きな音の出る
もの・懐中電灯・アルコール類の持ち込みおよびフラッシュ
などの使用は禁止）。
※当日は、遊園地・売店・レストランも営業。
［駐車整理券の予約方法］駐車場利用については、予約が必
要。往復はがき（１台につき１枚）に、「希望日」および「夜
の動物園 駐車申し込み」を明記のうえ、住所・名前・電話
番号・返信あて名を記入し、９月５日�（当日消印有効）ま
でに、とくしま動物園（〒７７１－４２６７ 渋野町入道２２－１）
へ。応募多数の場合は抽選。
［駐車料金］普通車３１０円、大型車１，２６０円。
［問い合わせ先］とくしま動物園（�６３６－３２１５）

［対象］市内在住・在勤の人
［申し込み］往復はがきに、住所・名前・年齢・電話番号・教
室名・希望する班（カントリークラフト教室のみ）・返信あて
名を記入し、９月１５日�（必着）までに、とくしま植物園緑の
相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－１ �６３６－３１３１）へ。

１０月

４日�・５日�
６日�・１１日�
１３日�・１４日�

９月

５日�・６日�・７日�・８日�・９日�
１２日�・１５日�・１６日�・２０日�・２１日�
２６日�・２７日�・２９日�・３０日�

◆カントリークラフト教室（秋コース）
内 容

ハロウィンのかわいい世界

秋のガーランド

ミニサンタ
お正月飾り

［時間］１班１０：３０～１２：３０／２班１３：３０～１５：３０
［講師］桑島みどりさん
［定員］各班２０人（抽選）［参加費］４，５００円（５回分・材料費込み）

◆押し花教室（秋コース）
内 容

季節の花の押し方
樹脂をつかったマグネットタイルづくり
グリーンウッドの額づくり

［時間］１０：００～１２：００
［講師］磯田久美さん・速水典子さん
［定員］１５人（抽選）［参加費］３，０００円（３回分・材料費込み）

講習日
１０月６日�
１０月２０日�
１１月２４日�
１２月１日�
１２月８日�

講習日
１０月４日�
１０月１８日�
１０月２５日�

１回
２回
３回
４回
５回

１回
２回
３回

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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徳
島
市
の
ご
み
量
は

年
間
約
１２
万
㌧
。
処
理

費
用
は
年
間
約
４３
億
円

に
も
な
り
、
市
の
財
政

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と

り
の
少
し
の
努
力
や
協

力
で
ご
み
の
減
量
・
処

理
費
用
の
削
減
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
市
民
全

体
で
取
り
組
む
�
ち
り
も
積
も

れ
ば
…
ご
み
減
量
徳
島
市
民
大

作
戦
�。ま
ず
各
家
庭
で
簡
単
に

で
き
る
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
減

量
策
か
ら
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

▽
燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
を
△

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
３

分
の
２
を
占
め
る
「
燃
や
せ
る

ご
み
」
を
減
量
し
ま
し
ょ
う
。

◆
生
ご
み＝

台
所
で
キ
ュ
ッ

と
水
切
り
を
し
て
ご

み
に
出
す
だ
け
で
、

１
回
当
た
り
１５
㌘
減
。

１
日
３
回
（
朝
・
昼

・
夕
食
）
１１
万
世
帯

が
実
践
す
る
と
、
１

日
約
５
㌧
、
年
間
で

１
８
２
５
㌧
、
約
２

２
０
０
万
円
の
処
理

費
用
削
減
に
。

◆
雑
紙＝

燃
や
せ

る
ご
み
の
約
４６
㌫
は

紙
ご
み
で
す
。
テ
ィ

シ
ュ
の
箱
な
ど
の
雑

紙（
上
イ
ラ
ス
ト
参
照
）は
、雑

誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク
の

日
に
出
す
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
、

１
日
３０
㌘（
テ
ィ
シ
ュ
１
箱
弱
）

を
１１
万
世
帯
が
実
践
す
る
と
、

１
日
約
３
・
３
㌧
、
年
間
で
１

２
０
５
㌧
（
同
約
１
４
０
０
万

円
）
の
削
減
に
な
り
ま
す
。

▽
ご
み
減
量
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
＆
愛
称
を
募
集
△

徳
島
市
で
は
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

﹇
募
集
内
容
﹈
ご
み
減
量
に
係

る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
画
と
そ
の
愛
称

（
著
作
権
は
徳
島
市
に
帰
属
）

﹇
応
募
資
格
﹈
市
内
の
小
学
生

﹇
応
募
方
法
﹈
は
が
き
に
、
マ

ス
コ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
画
（
着

色
）
と
そ
の
愛
称
、
お
よ
び
住

所
・
名
前
・
小
学
校
名
を
明
記

し
、
９
月
３０
日
�
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
生
活
環
境
課

（
〒
７
７
０
‐
８
５
７
１

幸

町
２
‐
５
）
へ
。

みみみみみみみみ んんんんんんんん なななななななな のののののののの 力力力力力力力力 でででででででで 大大大大大大大大 きききききききき なななななななな 成成成成成成成成 果果果果果果果果 ��������
徳
島
に
、
新
し
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
風
が
吹
き
始
め
ま

し
た
。

今
年
１
月
に
発

足
し
た
ば
か
り
の

徳
島
市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
徳
島
の
風
」

が
そ
れ
。
県
内
初

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、

昨
年
１０
月
、
徳
島

を
襲
っ
た
台
風
２３
号
に
よ
る

被
害
者
支
援
の
た
め
、
徳
島

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
た
こ
と
な
ど
が

き
っ
か
け
で
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
が
、

自
然
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
と

き
の
救
援
・
復
興
支
援
活
動
や
、

災
害
に
備
え
る
活
動
に
携
わ
ろ

う
と
、
集
ま
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
年
齢
層
は
、
高

校
生
か
ら
７０
代
ま
で
と
幅
広
く
、

こ
れ
ま
で
に
毎
月
１
回
の
定
例

会
で
、
救
命
救
急
や
介
護
技
術

を
学
ん
だ
り
、
吉
野
川
河
川
敷

で
炊
き
出
し
を
し
た
り
と
、
被

災
状
況
を
設
定
し
た
実
習
訓
練

な
ど
を
行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

台
風
の
被
害
者
支
援
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
経

験
な
ど
か
ら
同
グ
ル
ー
プ
に
加

わ
っ
た
と
言
う
前
田
経
子
さ
ん

は
「
人
の
役
に
立
て
る
喜
び
と

同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出

会
っ
て
自
分
自
身
の
視
野
が
広

く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
定
例
会

で
の
実
習
な
ど
で
は
、
年
配
者

の
ノ
ウ
ハ
ウ
（
実
際
的
知
識
）

と
若
い
人
の
パ
ワ
ー
が
一
緒
に

な
り
力
が
発
揮
で
き
る
こ
と
な

ど
を
実
感
し
ま
す
」
と
活
動
に

つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
メ
ン
バ

ー
の
一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
、
と
意
欲
的
で
、
互
い
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
自

主
防
災
組
織
と
共
同
で
行
う
タ

ウ
ン
ウ
ォ
ー
ク
、
被
災

者
の
心
理
を
理
解
す
る

た
め
の
講
座
な
ど
も
企

画
。
さ
ら
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で

い
く
そ
う
で
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

災
害
に
は
み
ん
な
で
立

ち
向
か
い
た
い
も
の
で

す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
徳
島
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
徳
島
の
風
」
事
務
局
（
徳

島
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
内
）
�
（
６
２
５
）
４
８

１
５

ちち
りり
もも
積積
もも
れれ
ばば
・・
・・
・・

ごご
みみ
減減
量量
徳徳
島島
市市
民民
大大
作作
戦戦

徳島市災害ボランティア
グループ「徳島の風」

※封筒の窓のビニール、紙
袋のビニールの取っ手、カ
レンダーの金具などは取り
はずす。

紙袋に入れて
束ねて出して下さい。とと

くく
しし
まま

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
学
ぶ

８０

吉
野
川
を
始
め
、
多

く
の
河
川
に
囲
ま
れ
た

城
下
町
・
徳
島
は
、
豊

か
な
水
の
恵
み
に
よ
り

は
ぐ
く
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
水
に
対
す
る
繊
細
な
感
性

や
、
伝
統
的
な
造
形
表
現
を
テ

ー
マ
に
、
海
や
川
に
ち
な
む
絵

画
や
美
術
工
芸
品
な
ど
約
１５
点

を
展
示
。
な
お
、
今
年
ブ
ー
ム

の
源
義
経
に
ち
な
み
「
源

平
合
戦
図
屏
風
」（
個
人

蔵
）
も
初
公
開
し
ま
す
。

﹇
と
き
﹈
９
月
６
日
�
〜

１０
月
１６
日
�

﹇
主
な
展
示
作
品
﹈「
鳴
門

真
景
図
」「
新
町
橋
渡
初

図
」（
個
人
蔵
）「
養
生
軒
十

六
詩
」「
柳
橋
水
車
図
屏

風
」（
蜂
須
賀
家
旧
蔵
）「
波

濤
蒔
絵
鐙
（
は
と
う
ま
き

え
あ
ぶ
み
）」（
同
家
旧

蔵
）
な
ど

＝

展
示
解
説＝

﹇
と
き
﹈
９
月
２４
日
�
、

１０
月
１５
日
�
い
ず
れ
も
１３

時
３０
分
か
ら

﹇
休
館
日
﹈
毎
週
月
曜
日

と
祝
日
の
翌
日
（
た
だ
し
、

９
月
１９
日
、
同
２４
日
、
１０

月
１０
日
は
開
館
）

﹇
入
館
料
﹈
一
般
３
０
０
円
、

高
校
・
大
学
生
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料

徳徳徳徳徳徳島島島島島島城城城城城城博博博博博博物物物物物物館館館館館館 秋秋秋秋秋秋のののののの企企企企企企画画画画画画展展展展展展
「「「「「「
海海海海海海
・・・・・・
川川川川川川
・・・・・・
水水水水水水
のののののの
造造造造造造
形形形形形形

〜〜〜〜〜〜
水水水水水水
がががががが
生生生生生生
きききききき
てててててて
いいいいいい
るるるるるる
まままままま
ちちちちちち
・・・・・・
徳徳徳徳徳徳
島島島島島島
のののののの
美美美美美美
術術術術術術
〜〜〜〜〜〜
」」」」」」

▲写真上＝守住貫魚筆「新町橋渡初図」

▼写真右＝源平合戦図屏風（部分）

被災時に備え、屋外で手際よくテントを張る方
法などを学ぶメンバーの皆さん

阿
波
牛
フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

阿
波
牛
肉
普
及

促
進
の
た
め
、
吉

野
川
河
川
敷
広
場
（
吉
野
川
橋

南
詰
め
東
側
）
で
「
阿
波
牛
フ

ァ
ミ
リ
ー
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を

開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
対
象
の

楽
し
い
ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

﹇
と
き
﹈
１０
月
１０
日
�
１０
時
５０

分
〜
１３
時
３０
分

﹇
チ
ケ
ッ
ト
﹈
参
加
は
チ
ケ
ッ

ト
制
で
、
前
売
り
の
み
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
券＝

６
３
０
０
円

（
阿
波
牛
１
㎏
、
野
菜
・
タ
レ

付
）、Ｂ
ｌ
Ｇ
フ
ァ
ミ
リ
ー
券＝

９
０
０
０
円
（
阿
波
牛
１
・
５

㎏
、
野
菜
・
タ
レ
付
）

﹇
取
扱
場
所
﹈
小
山
助
学
館
本

店
、
平
惣
徳
島
店
、
市
内
の
阿

波
牛
取
扱
店
（
徳
島
県
阿
波
牛

販
売
推
進
協
議
会
加
盟
）、徳
島

市
役
所
１２
階
売
店

﹇
発
売
期
間
﹈
９
月
３０
日
�
ま

で
。
な
お
、
枚
数
に
限
り
有
り

１０
月
１０
日

市市市市市市市市長長長長長長長長とととととととと一一一一一一一一緒緒緒緒緒緒緒緒にににににににに熱熱熱熱熱熱熱熱々々々々々々々々トトトトトトトトーーーーーーーークククククククク 参参加加ググルルーーププ
募募 集集

考考古古資資料料館館・・発発掘掘調調査査速速報報展展開開催催中中 「「「「「「大大大大大大地地地地地地かかかかかかららららららののののののメメメメメメッッッッッッセセセセセセーーーーーージジジジジジ～～～～～～阿阿阿阿阿阿波波波波波波をををををを掘掘掘掘掘掘るるるるるる～～～～～～」」」」」」
高齢者の知恵や力は、まちづくりに欠かせません。また、高齢者が元気で活躍できる地域づく
りも必要です。市民の皆さんの声を市政に生かすため、さまざまな活動をしているグループの方々
と原市長が、テーマを決めて話し合うわがまちミーティング「市長と一緒に熱々トーク」の今回
のテーマは「地域と高齢者」です。高齢者とともに行うまちづく
りについて意見交換してみませんか。

渋野丸山古墳と徳島城下町跡（助任前川地区）の２遺跡の発掘調査速報展。
埴輪や土師器などの展示では徳島県最大の前方後円墳の構築方法などを、ま
た、徳島城下町跡（助任前川地区）の展示では江戸時代の武家屋敷の人々のく
らしや文化の一端を、それぞれ紹介します。
［とき］９月２５日�まで ［ところ］市立考古資料館展示室
［展示資料］渋野丸山古墳出土の形象
埴輪・朝顔形埴輪・円筒埴輪、土師器、
徳島城下町跡（助任前川地区）出土の
陶磁器など約２３０点
［開館時間］９：３０～１７：００（入館は
１６：３０まで）
［休館日］毎週月曜日（ただし、９月
１９日は開館し、９月２０日は休館）
［問い合わせ先］徳島市立考古資料館
（�６３７－２５２６）

［開催日時］９月下旬（参加団体と調整します）。
時間は２時間以内。
［開催場所］原則として、参加グループの活動
拠点のうちのひとつとします。
［参加対象］市政や地域発展に関心を持ち、徳
島市を拠点に活動しているグループや団体（た
だし、営業、政治、宗教などの活動を目的とし
たグループは除く）。１回の開催で３グループ程
度（人数は合計１５人程度）まで。申し込み多数
の場合は、選考します。
［会議方法］市長が市政について語る「市政
NOW」と「意見交換」の２部構成を原則とし、

会議の進行は、
参加グループで
行っていただき
ます。
［公開など］意
見交換の概要を
ホームページや広報紙などで公開します。
［申し込み方法］電話、はがき、電子メールで
グループ名・活動内容と略歴・代表者名・連絡
先を広報広聴課（〒７７０－８５７１ 幸町２－５）
へ。
［問い合わせ先］広報広聴課（�６２１‐５０９１）

▲渋野丸山古墳から出土した朝顔形
埴輪と円筒埴輪
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